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衆議院議長殿

参議院議長殿

改憲のための「国民投票法案」の廃案を求める請願書

（日本国憲法の改正手続きに関する法律案）
<請願の主旨>

　日本国憲法のかかげる平和、人権、民主主義の理念は、国民に広く定着しており、とりわけ憲法第９条は、不戦の誓いとして多くの国民に支持され、アジアと世界から評価されています。

自民・公明の与党は、今国会に「国民投票法案」を提出し、成立させる意向を示しています。与党案は、憲法第９条を変えて日本をアメリカとともに「戦争する国」へ転換させる「改

憲案」を通すための法案であることは明らかです。
　与党案は、①　本来　国民の過半数の承認が必要であるにもかかわらず、最低投票率の規定はなく、国民の承認を「有効投票」の２分の１超としており、最も少ない賛成で改憲案が成立すること、　②　テレビ・ラジオなどの有料意見広告は、資金力のある改憲をめざす政党が大量のＣＭを使って国民の投票意思を歪める危険性があること、　③　憲法改正に関わる運動は、本来自由であるべきですが、公務員や教育者の運動を規制すること、などの重大な問題が指摘されています。
　憲法改正を最終的に決定する権限は、日本国憲法第９６条に基づいて、一人ひとりの国民が持っています。この国民の意思を歪め、改憲案を通しやすくする不公正な法案を拙速に成立させることは、憲法の定める国民主権を踏みにじるものであり、国会の歴史に汚点を残す大問題と言わなければなりません。

<請願事項>

現在、審議中の「国民投票法案」は、廃案にされるよう強く要請します。
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【取扱団体】
我　孫　子　市　九　条　の　会

事務局長　岩井　康　　　　電話・ＦＡＸ　０４－７１８８－７５５７
住所　270-1121　我孫子市中峠１５６３－５１
